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１
月
８
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
平
成
29
年
鶴
居
村
成
人

式
が
挙
行
さ
れ
、
こ
の
日
晴
れ
て
新
成
人
と
な
っ
た
男
性
11

名
、
女
性
16
名
の
計
27
名
が
艶
や
か
な
振
り
袖
や
袴
、
ス
ー

ツ
に
身
を
包
み
、
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
國
安
教
育
長
の
式
辞
や
大
石
村
長
、
松
井
村

議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
受
け
、
新
成
人
を
代
表
し

て
前
野　

雄
大
さ
ん
と
瀧
澤　

珠
愛
さ
ん
が
、
両
親
や
周
囲

の
方
々
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
と
新
た
に
権
利
や
義
務
が

生
じ
た
こ
と
に
対
す
る
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
な
ど
、
新
成

人
と
し
て
の
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
交
流
会
が
行
わ

れ
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

希
望
に
満
ち
た
表
情
で

平
成
29
年
鶴
居
村
成
人
式
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12
月
２
日
、
下
雪
裡
に
て
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設

の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
け
れ
ば
10
月
に
完

成
し
、
試
運
転
後
の
２
０
１
８
年
３
月
か
ら
の
本
格

稼
働
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
、
10
月
28
日
に
村
と
地
域
共
同
事
業

に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
㈱
ア
ド
バ
ン

テ
ッ
ク
（
本
社
・
東
京
都
）
が
行
っ
て
い
る
工
事
で

あ
り
、
今
後
村
内
で
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
を
最
大

５
基
ま
で
増
や
す
予
定
で
す
。

　

12
月
５
日
、
役
場
応
接
室
に
て
、「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農

山
漁
村
の
宝
」
選
定
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
林
水
産
省
が
地
域
活
性
化
の
優
良
事
例
に

対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、タ
ン
チ
ョ
ウ
観
察
、チ
ー

ズ
づ
く
り
体
験
、
フ
ッ
ト
パ
ス
（
散
策
路
）
な
ど
体
験
型

観
光
へ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
本
年
度
全
国
30

地
区
の
一
つ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
し
い
村
・
観
光
協
会
（
和

田
理
事
長
・
写
真
左
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
、
鶴
居
小
学
校
に
て
北
海
道
学
び
推
進
月
間
標
語

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
鶴
居
小
学
校
４
年
生
の
小
野
雄
貴
君
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
標
語
は
、
児
童
生
徒
が
考
案
し
た
標
語
を
用
い
て
、「
北

海
道
学
び
推
進
月
間
」
を
児
童
生
徒
は
じ
め
道
民
に
広
く
周
知

し
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
学
び
の
取
組
の
一
層
の
推
進
を
図

る
事
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
募
集
作
品
は
自
ら
進
ん
で
学
習

や
読
書
に
取
り
組
む
こ
と
を
推
奨
し
た
り
、
学
習
の
大
切
さ
を

呼
び
か
け
る
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
選
ば
れ
た
作
品
は
「
読
書
の
芽　

知
識
の
水
で
花
咲
か

す
」で
、中
学
生
、高
校
生
等
を
抑
え
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

本
格
稼
働
を
目
指
し
て

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
地
鎮
祭

美
し
く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
の
実
現
に
向
け
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
し
い
村
・
観
光
協
会

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」
受
賞

中
学
生
・
高
校
生
を
抑
え
て
の
受
賞

「
北
海
道
学
び
推
進
月
間
」

標
語
最
優
秀
賞
受
賞

玉串奉奠を行う大石村長
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確定申告のお知らせ
　今年も確定申告の時期となりました。役場では、平成28年分の所得税・住民税（平成29年度分）の確定申告相談
を、次のとおり実施します。

◇申告相談受付期間
　●申告期間は2月16日（木）から3月13日（月）です。
　●還付申告は3月15日（水）まで受付けています。
◇確定申告が必要な人
　●営業・農業・不動産・山林・配当・譲渡・雑・一時などの所得がある人
　●サラリーマンで次に該当する人
　　１　給与所得が2,000万円を超える人
　　２　給与・退職以外の所得が20万円を超える人
　　３　２ヶ所以上から給与の支払を受けている人
　　４　年末調整をされていない人
　●公的年金等に係る雑所得の金額から所得控除を差し引くと残額がある人（400万円以下かつ公的年金雑所得以
　　外の所得が20万円以下の人を除く。）
◇還付申告ができる人
　●年の途中で退職して年末調整されていない人
　●年末調整された給与所得者で、医療費、寄附金、住宅借入金控除等を受けることができる人
　●年金受給者のうち、所得税の源泉徴収をされている人で、社会保険料、医療費などの諸控除を受けることがで
　　きる人
◇申告に必要なもの
　●収入や経費などを証明できる書類（源泉徴収票、収支内訳書、領収書など）
　●本人確認書類（マイナンバーを確認できる書類と身元確認書類の写し）
　●生命保険料や地震保険料、国民年金、国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料などの控除額が証
　　明される書類
　●医療費、雑損、寄附金、住宅借入金等控除を受ける場合は、領収書など各種控除に必要な書類（詳しくは役場
　　税務係若しくは税務署にお問合せください）
　●所得税が還付される人は、振込先の金融機関とその口座番号が分かるもの
　●印鑑
　●国外居住親族に係る不要控除等の適用を受ける場合は、「親族関係書類」と「送金関係書類」
◇住民税の申告
　●平成29年１月１日現在、鶴居村に住んでいて、平成28年中に収入などのあった人は申告が必要となります。
　●国民健康保険に加入している人は、収入の有無にかかわらず、申告が必要となります。
　●収入がなかった人で、別世帯の人の扶養になっている人は、申告が必要となります。
　●確定、還付申告をする人は住民税の申告は必要ありません。
　●住民税の申告がないと、未申告の扱いとなり、認定課税の対象となりますので忘れずに申告してください。

【お問合せ先】　　役場企画財政課税務係　☎64－2112（課直通）　　釧路税務署　☎31－5100（代表）

個人住宅用太陽光発電設備を設置されている方へ
　住宅用太陽光発電設備を設置している方で、売電収入がある方については、所得税及び住民税の申告をして
いただく必要がある場合があります。申告内容等については次のとおりです。
　（例）住宅用太陽光発電設備の取得額 ① 4,000,000 円
　　　 売電収入（年間） ② 400,000 円
　　　 村からの太陽光発電設置補助金 ③ 500,000 円
　　　 耐用年数 17年（１年分の減価償却費）　（①ー③）÷17年＝④　205,882 円
　　　 太陽光売電所得（事業所得及び雑所得）　②ー④　＝　194,118 円
　上記の場合は、所得が 20万円以下となり所得税の確定申告は不要となりますが、住民税の申告は収入があっ
た場合は必ず必要になります。また、計算上申告所得がマイナスとなる場合は、給与所得等から所得が減額さ
れることとなります。
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月　日 曜日 受付時間 会　　場 対象地域
２月16日 木

９：３０　～　１６：００ 役場２階第１・２会議室 鶴居市街
２月17日 金
２月20日 月 ９：３０　～　１６：００ 支雪裡コミュニティセンター 支雪裡
２月21日 火 ９：３０　～　１６：００ 茂雪裡コミュニティセンター 茂雪裡

２月22日 水
９：３０　～　１６：００ 幌呂農村環境改善センター

中幌呂
中幌呂下
支幌呂
茂幌呂２月23日 木

２月24日 金 ９：３０　～　１６：００ 幌呂農村環境改善センター 幌呂市街
２月27日 月 ９：３０　～　１６：００ 上幌呂コミュニティセンター 上幌呂
２月28日 火

９：３０　～　１６：００ 下幌呂コミュニティセンター 下幌呂
３月１日 水
３月２日 木 ― ― ―
３月３日 金 ９：３０　～　１６：００ 役場２階第３会議室 中雪裡
３月６日 月 ９：３０　～　１６：００ 役場２階第３会議室 下雪裡

３月７日 火 ９：３０　～　１６：００ 役場２階第３会議室 中久著呂
下久著呂

３月８日 水

９：３０　～　１６：００ 役場２階第３会議室 地域指定なし
３月９日 木
３月10日 金
３月13日 月

※　対象地域の住民を優先し受付けますので、極力、指定日にご来場されますようお願いします。
※　還付申告は2月1日（水）～3月１5日（水）まで受付けています。（上記日程以外は役場税務係窓口に
おいて受付けます。）

※　役場２階会議室で受付している申告については、体が不自由な方等２階に来られるのが困難な場合
につきましては、１階で受付いたしますので、企画財政課窓口までお申し出をお願いいたします。

平成28年分 所得税
平成29年度 住民税 確 定 申 告 相 談 日 程

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、
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　11月に開催しました村政懇談会において村内各地域からの要望・提案につきまして、検討結果をお知ら
せします。
　ご多忙中にもかかわらず多くの皆様からの貴重なご意見等に感謝申し上げるとともに、今後とも村政の
推進についてより一層のご支援とご協力をよろしくお願いします。

各地区の共通事項
（要望事項）　村道の補修や舗装について
（検討結果）　各地区より村道の補修や舗装、改良などについて多くの要望があるため、村内全体での優先

度を確認し、安全走行の確保と利便性の向上を図るため、引き続き適正な整備と維持管理に努
めます。

（要望事項）　道路脇の支障木の伐採や枝払いについて
（検討結果）　近年、暴風雨や暴風雪による倒木等の発生により通行に支障を生じる被害が増えており、被

害の未然防止や景観の維持からも、関係機関と連携して支障木の伐採や枝払いを継続して実施
します。

（要望事項）　道路除雪の適切な対応について
（検討結果）　道路除雪の時間や仕方について多くのご意見・ご要望がありました。大雪や暴風雪の際には、

必要な除雪作業の従事者や車両機械の確保に困難な場合もありますが、国道、道道、村道と連
携して引き続き適切な除雪に努めます。

（要望事項）　未満児保育の実施と広域保育の現状について
（検討結果）　未満児保育は保育ママ制度での利用となりますが、子供の受入れ人数に限りがあり、また、

広域保育の利用先は主に釧路市内の保育施設であり、住所要件や送迎の問題により保護者の負
担が大きい実態にもあります。現在、村では保育機能を含めた子育て支援施設の整備について
協議を進めており、未満児保育の実施に向けて検討を行います。

（要望事項）　保育園の給食化について
（検討結果）　食物アレルギーのある園児への対応問題や既存施設には調理設備が整っていないことなどか

ら、現状において給食化は困難ですが、現在、子育て支援施設の整備について協議を進めてい
る中で可能性を検討します。

（要望事項）　長時間停電に備えた農業用発電機の購入助成について
（検討結果）　昨年８月の台風による長時間停電の影響により、多くの農家で廃棄乳による被害が発生しま

した。災害に対する備えは急務の課題であり、農業用発電機の購入に対する支援制度の創設に
ついて、釧路丹頂農業協同組合と連携して早期の実現に向けて検討します。

下　雪　裡
（要望事項）　道道の路肩の草刈回数の増及び歩道の草刈について
（検討結果）　道道の路肩の草刈については、道路を管理する北海道では各路線年１回となっており、通学

路付近やカーブ区間の交差点などは道路の見通しに応じて数回行われていますが、回数を増や
すことについて北海道に要請していきます。また、歩道の草刈は、平成27年度から北海道と村
が共同して北海道で１回、村では２回行ったところであり、今後も継続していきたいと考えます。

（要望事項）　下雪裡三叉路の駐車場に街灯の設置について
（検討結果）　タンチョウを撮影するカメラマンなどが利用しており、近隣の鶴見台駐車場には街灯が設置

平成２８年度村政懇談会の主な要望事項について
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されていることからも、駐車場を管理する北海道に要請します。

（要望事項）　農地防災事業完了後の排水路の維持管理について
（検討結果）　国営総合農地防災事業によって整備された雪裡１号排水路から３号排水路については、現在、

権限の移譲や一部委託により村で管理しており、今後は、地域参画による多面的機能支払交付
金事業を活用し、排水路の土砂上げなどを行い、排水機能の改善を図りたいと考えております。

　
（要望事項）　個人住宅の合併処理浄化槽に対する維持管理の助成について
（検討結果）　村では、合併処理浄化槽の設置費に対して５人槽の場合に90万円、７人槽以上の場合には

110万円を補助し、浄化槽汚泥の運搬費についても１ℓ当たりに１円90銭を助成しており、現
状を上回る助成内容は困難と考えます。なお、市街地域における農業集落排水施設については、
平成29年度に施設の機能診断を行い、今後の維持管理計画を策定する予定であり、その際に適
正な料金に見直す必要性や地域間の格差解消について検討することとしています。

茂　雪　裡
（要望事項）　台風の増水による茂雪裡川流域の草地及びコーン畑の河川洗掘対策について
（検討結果）　護岸工事を含めた河川整備の実施や有効な対策について、河川を管理する北海道に対して要

望していきます。
 

支　雪　裡
（要望事項）　鹿の駆除対策について
（検討結果）　本村における平成27年度のエゾシカ捕獲数は1,470頭であり、前年度と比べ155頭の増加とな

りました。また、北海道が昨年８月に発表した北海道東部と西部を合わせたエゾシカ推定生息
数は47万頭とされ、前年度比較では４万頭の減少とし、ピーク時である平成22年度の66万頭か
らは19万頭の減少となりました。村としては、直近の生息数や管内的な地域間連携事業の動向
などを踏まえ、引き続き、村猟友会による鳥獣被害対策の推進強化などを行い、農林業被害の
軽減対策を図っていきます。

中久著呂
（要望事項）　下久著呂牧野の退牧時期と頭数制限の見通しについて
（検討結果）　今年度は天候不順と台風の影響などで牧草が生育不良となり、退牧の日が前年度より２日早

い10月26日となりました。また、受け入れは主に妊娠牛であり、傾斜地や谷地が多い場所につ
いては安全面を考慮して放牧頭数を制限したところです。今後は、農業改良普及センターなど
による専門的な指導及び協力を受けながら、牧草収量の増加や良好な環境整備などに努め、最
大限可能な範囲の受け入れ態勢を目指していきます。

（要望事項）　小学生陸上競技教室の用具整備について
（検討結果）　村で推進するスポーツ教室の開催事業に該当するため、新年度に用具整備も対象として支援

を検討します。

（要望事項）　乳がん検診の対象年齢（40歳以上）の引下げについて
（検討結果）　乳がん検診のマンモグラフィに関する日本のガイドラインでは、有効性の証明等によって

40歳からの検診を推奨しており、対象年齢の引下げは困難と考えます。

中幌呂下
（要望事項）　村内巡回のボランティアタクシー・バス等の充実について
（検討結果）　ボランティアタクシーについては、高齢や障がい等で車の運転を行うことが困難な方を対象
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に村内限定の個別移送サービスを提供するため、村社会福祉協議会が主体となって今年度から
事業を開始したところであり、今後、制度の普及に努めていきます。また、診療所での通院治
療や買い物などを支援するため、各地区と鶴居市街を結ぶ福祉バスの運行を週４回実施してい
ます。この他、幌呂小学校児童に対する鶴居市街までの学童保育バスの運行による地域住民へ
の乗車機会の提供も実施しており、既存の移動手段の利活用にも努めています。なお、公共交
通機関の役割を補完し、通勤通学などのために村内を巡回するコミュニティバスの運行については、
現在は困難な状況ですが、今後、村の将来に向けて協議を進めたいと考えます。

幌呂市街
（要望事項）　ＩＰ電話による長時間停電時の通信と停電の復旧状況の確認について
（検討結果）　ＩＰ電話は、停電時の際には自動的にバッテリーから電気が送られますが、バッテリーが持

つ時間は約１時間となっています。そのため、停電が１時間以上にも及んでバッテリーが切れ
た場合には、通信を含めた全ての機能が使用できなくなります。また、停電の復旧状況の確認
については、テレビやラジオ、北海道電力の停電情報などによって確認する方法となります。

　

幌呂連合会
（要望事項）　幌呂農村環境改善センターの環境整備と国旗・村旗の掲揚について
（検討結果）　幌呂農村環境改善センターは、村が管理人１名を配置して施設の管理及び運営を行っていま

す。施設周辺の環境整備と掲揚塔の修理は新年度に実施する予定ですが、現在、管理人が不在
なことから、国旗・村旗の掲揚を含めた管理体制について検討しています。

（要望事項）　村民文化祭の開始時間（芸能発表）の変更と作品展示の常設について
（検討結果）　村民文化祭の芸能発表は、毎年、午後５時半から総合センターで開催されていますが、参加

者の増加により終了時間が遅くなることから、開始時間を早めることについて対応します。また、
作品展示の常設については、総合センターでは適切な場所が確保できないことから、ふるさと
情報館内に新たに展示スペースを設けることを検討します。

 

鶴居市街
（要望事項）　道道釧路鶴居弟子屈線北斗坂の勾配緩和または迂回路建設について
（検討結果）　北海道、釧路市、鶴居村の三者協議を実施しており、冬道安全対策として今年度から凍結防

止装置の設置が進められていますが、引き続き早期の改善に向けた要望を行っていきます。

（要望事項）　草刈が出来ない高齢者に対する支援について
（検討結果）　現在、自宅の草刈などに困っている高齢世帯等に対しては、村内のＮＰＯ法人といった事業

者を紹介しており、今後の支援方法などについては村社会福祉協議会内ボランティアセンター
と協議を進めたいと考えます。

（要望事項）　空き家周辺の草刈といった環境対策について
（検討結果）　空き家は所有権の問題があるため、出来るだけ所有者に連絡して対応を促し、周辺の問題の

ない場所については村で対応するなど、適切な改善方法を検討していきます。また、村として
空き家の購入費に対する補助制度を利活用するなど、空き家の減少に努めていきます。

（要望事項）　カラスの駆除について
（検討結果）　市街地のカラス駆除については銃器の使用が禁止されているため、昨年11月に鶴居パークゴ

ルフ場近隣に大型の箱わなを設置したところであり、効果を確認していきます。
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下久著呂
（要望事項）　久著呂川の河川改修と築堤の設置について
（検討結果）　今年度から３ヵ年かけて土砂上げ事業が計画されており、昨年10月には北海道に対して台風

被害の状況を説明し、堆積土砂の早期除去と事業の継続について要望を行っています。また、
築堤の設置については、河床土砂の性質から築堤は不向きとのことであり、引き続き改善に向
けて要望していきます。

（要望事項）　幹線明渠の土砂除去について
（検討結果）　多面的機能支払交付金事業を活用して今年度と来年度に土砂上げ事業を実施します。

（要望事項）　カラス・タンチョウによる食害対策について
（検討結果）　昨年５月に実施した村野生鳥獣被害対策協議会によるタンチョウ追払い事業などを活用し、

地域と協力しながら対策を継続したいと考えます。
 

下　幌　呂
（要望事項）　道道53号線のセイコーマート近くに横断歩道の設置について
（検討結果）　当該箇所は登り口の見通しが悪い直線箇所のため、横断歩道と信号機を合わせて設置する必

要があります。従前から釧路警察署に要望していますが、信号機の設置に係る公安委員会の予
算枠が全道で数台程度と少なく厳しい状況にあり、今後も継続して要望していきます。

（要望事項）　避難所マニュアルの作成と防災グッズ等の準備について
（検討結果）　避難所の開設基準や管理、運営方法などを具体的に定めたマニュアルは、新年度に作成して

各避難所に備える予定です。また、防災グッズ等の準備については、下幌呂コミュニティセンター
のほか村内４ヵ所の避難施設に災害用備蓄品を保管していますが、各家庭用については予定し
ていません。

（要望事項）　「希の杜」分譲地内に保育所の設置について
（検討結果）　現在、保育園機能を含めた子育て支援施設の整備に向けて協議を行っており、今後の村の子

ども子育て支援政策全体の中で検討していきます。
　
（要望事項）　下幌呂地区分譲地について
（検討結果）　村では、少子高齢化と過疎化が進行する中、定住対策の重要施策として平成９年度から「夢

の杜」団地の造成販売を開始しました。釧路市から近く、釧路湿原に隣接し、立地条件を生か
した豊かな自然環境の中での暮らしの場所として提供したところ、現在73区画中71区画の販売
実績となっています。更なる定住促進を図るため、下幌呂小学校や下幌呂コミュニティセンター
の一帯地域を公共施設エリアと位置付け、整備計画の一環として平成27年度から「希の杜」団
地の第Ⅰ期造成販売を開始しました。土地の形状により、住宅建築や土地管理などの利便性を
考慮した造成としています。今後、地区人口の推移や需要状況などを判断しながら、生活環境
や福祉の向上を目指し、将来的に必要な検討を進めていきます。

 

上幌呂連合会
（要望事項）　新幌呂育成牧場の見通しについて
（検討結果）　現在、牧場施設の老朽化による今後の整備方法について協議を進めています。国や北海道の

支援を受ける場合には新しい付加機能の追加や建替えの場所が重要視されており、また、農業
後継者の確保も考えながら、運営主体の釧路丹頂農業協同組合と話し合いを続けています。

（要望事項）　スクールバスを「かわいらしく」する改善について
（検討結果）　スクールバスは国の補助制度を活用して購入しており、道路交通法などからも車両の改造に

ついては一定の制約がありますが、子供達が親しみ、喜んで乗車できるように改善方法を検討
します。
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　農業委員の選出方法が公職選挙法に基づく選挙から、個人の応募や地域や団体の推薦を受けた

方々の中から市町村長が議会の同意を得て行う任命制となりました。

　委員の任命は、過半数以上が認定農業者で農業者以外の者を最低1名以上入れることとなり、

農業者以外の人でも農業委員になることが可能となりました。

　現在の農業委員は、平成２９年７月１９日で任期満了となる事から、新たな農業委員候補者の推

薦及び募集を致します。応募方法は指定された様式に必要事項を記入の上、鶴居村農業委員会事

務局へ提出してください。様式は鶴居村農業委員会事務局で配布する他、鶴居村ホームページか

らのダウンロードも可能です。

●推薦及び募集方法について

　⑴　地域からの推薦

　⑵　団体からの推薦

　⑶　一般応募

●募集人数について　　定数　１０人

●推薦及び応募資格について

　⑴　鶴居村に住所を有するものとする。ただし特別な事情がある場合は、この限りではない。

　※次のいずれかに該当する者は、農業委員となることはできません。

　♦破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者

　♦禁固以上の刑に処せられ、その執行を終えるまで又は受けることができなくなるまでの者

●推薦及び応募受付期間　　平成２９年２月１日（水）～平成２９年３月１０日（金）

●委員任期　　平成２９年7月２０日から平成３２年７月１９日

●推薦及び応募を受けた者の公表

　推薦を受けた者及び募集に応じた者については、応募期間中及び期間終了後遅滞なく、氏名、

年齢、職業等を鶴居村ホームページにて公開します。

●その他

　推薦及び応募者が定数を超えた場合は、評価委員会を開催し委員候補者を決定します。

不明な点がありましたら、鶴居村農業委員会事務局までお問い合わせください。

性別等を問わず、積極的な応募をお願い致します。

鶴居村鶴居西１丁目１番地
農業委員会事務局　　　　

電 話：６４－２１１４
FAX：６４－２５７７

農業委員候補者の推薦及び募集を致します
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北海道フードマイスター
温泉ソムリエ
シュヴァリェ
（フランスチーズ鑑評騎士）
札幌生まれ・陸上部
発行人：増田 喜美子
＜2014.7 月より活動しています＞

　

１
月
11
日
㈬
え
ん
れ

い
荘
で
は
新
年
恒
例
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

も
加
入
し
て
い
る
鶴
居

丹
頂
群
太
鼓
同
好
会
は

毎
年
、
和
太
鼓
の
演
奏

で
え
ん
れ
い
荘
を
訪
問

し
て
い
ま
す
。
普
段
は

文
化
祭
や
お
祭
り
な
ど

で
演
奏
を
し
て
い
る
私

達
で
す
が
、
え
ん
れ
い

荘
の
訪
問
は
い
つ
も
以

上
に
力
が
入
り
ま
す
。

ず
し
り
と
体
に
響
く
大

音
響
の
和

太
鼓
は
、

も
し
か
す

る
と
苦
手

な
高
齢
者

の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ

る
か
も
知

れ
ま
せ

ん
。
で
す

が
、
え
ん

れ
い
荘
か

ら
は
「
皆

さ
ん
が
楽

し
み
に
し

て
い
る
の

で
ぜ
ひ
今

年
も
お
願

い
し
ま

す
。」
と
歓
迎
頂
き
ま

す
。
同
好
会
に
入
っ
て

二
年
程
の
私
は
ま
だ
数

回
し
か
参
加
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
利
用
者
の

方
々
が
一
緒
に
手
を
叩

い
た
り
、
体
を
動
か
し

た
り
、
中
に
は
涙
な
が

ら
に
笑
顔
で
声
援
下
さ

る
様
子
を
演
奏
し
な
が

ら
拝
見
す
る
に
つ
れ
、

力
強
い
太
鼓
の
音
色
を

肌
で
感
じ
て
頂
い
て
、

今
年
も
一
年
、
元
気
に

楽
し
く
過
ご
し
て
長
生

き
し
て
頂
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
。　

　

平
成
26
年
７
月
１
日
に
泉
質
を
決

定
す
る
ル
ー
ル「
鉱
泉
分
析
法
指
針
」

が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、

泉
質
名
適
応
症
、
禁
忌
症
も
見
直
し

（
改
訂
）
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
温

泉
分
析
書
は
10
年
以
内
に
分
析
し
た

も
の
を
掲
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
全
て
の
施
設
で
の
温
泉
分

析
書
が
改
訂
さ
れ
た
鉱
泉
分
析
法
指

針
に
基
づ
い
て
更
新
さ
れ
る
の
は
10

年
後
で
、
し
ば
ら
く
は
今
ま
で
の
掲

示
物
が
継
続
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
し
ょ
う
。
大
寒
が
過
ぎ
、
ぐ

ん
と
冷
え
込
む
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
す
ぐ
近
く
で
温
泉
を
楽
し
め

る
鶴
居
の
環
境
は
大
変
あ
り
が
た
い

で
す
。
又
、
道
内
外
に
様
々
な
効
能

が
楽
し
め
る
成
分
豊
富
な
泉
質
の
温

泉
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
冬
の
体
調
管

理
で
気
に
な
る
方
は
是
非
参
考
に
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
※
適
応

症
・
温
泉
地
の
例
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ
北
方
領
土
の
日
特
別
啓
発
期
間
に

つ
い
て

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
歯
舞
群
島
、

色
丹
島
、
国
後
島
及
び
択
捉
島
か
ら
な
る
北

方
四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

道
民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲

願
で
す
。

　

道
で
は
、
北
方
領
土
返
還
要
求
に
係
る
国

民
世
論
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
毎
年
１
月
21

日
か
ら
２
月
20
日
ま
で
を
「
北
方
領
土
の
日
」

特
別
啓
発
期
間
と
し
て
、
重
点
的
な
返
還
要

求
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
村
で
も
、
役
場
庁
舎
と
ふ
る
さ
と
情
報

館
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
総
務
課　

☎
64

－

２
１
１
１

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
補
助
金
に
つ
い
て

　

村
で
は
平
成
23
年
度
よ
り
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
村
内
の
住
宅
に

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
住
宅
用
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
へ
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

⑴
鶴
居
村
内
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と

⑵
自
ら
居
住
す
る
住
宅
又
は
自
ら
居
住
す
る

た
め
に
建
設
す
る
住
宅
に
新
た
に
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
者

⑶
本
人
及
び
同
居
の
家
族
が
村
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
者

■
補
助
対
象
事
業

⑴
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
に
基
づ
く
試

験
に
よ
り
認
証
を
受
け
て
い
る
も
の
、
ま
た

は
同
等
以
上
の
性
能
、
品
質
が
確
保
さ
れ
て

い
る
太
陽
光
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
使
用
し
た

も
の

⑵
未
使
用
品
で
あ
る
も
の

⑶
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
有
り
で
連
係
し
、

電
力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る
も

の⑷
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
総
発
電
量
等
を

計
測
・
記
録
で
き
る
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の

■
補
助
率
等

　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力

の
値
に
10
万
円
を
乗
じ
た
額
で
、
上
限
額
を

50
万
円
と
し
ま
す
（
１
，０
０
０
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
）

【
お
問
合
せ
先
】

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

（
☎
64

－

２
１
１
２
）

確
定
申
告
に
つ
い
て

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
と
は

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
に
生
じ
た
全
て
の
所
得
の
金
額
と

そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
額
を
計
算
し
、
申
告
期
限
ま
で
に
確
定

申
告
書
を
提
出
し
て
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税

金
や
予
定
納
税
で
納
め
た
税
金
な
ど
と
の
過

不
足
を
精
算
す
る
手
続
で
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は
ご
自
分
で
作

成
し
て
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
か
、
又

は
現
在
ま
で
引
き
続
い
て
１
年
以
上
居
所
を

有
し
て
い
る
方
（
居
住
者
）
の
う
ち
非
永
住

者
以
外
の
方
は
、
所
得
が
生
じ
た
場
所
が
国

の
内
外
を
問
わ
ず
、
そ
の
全
て
の
所
得
に
つ

い
て
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
を
納
め

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
の
各

年
分
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
図
る
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
復
興
特
別
所
得
税
（
原
則

と
し
て
各
年
分
の
所
得
税
額
の
２
．１
％
）

を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

　

申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、「
復
興

特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
の
方
も
含
め
、
申
告
さ
れ
る
全

て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特
別
所
得
税
額
」

欄
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
申
告

書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
給
与
所
得
者
又
は
年
金
所
得
者

の
方
向
け
の
申
告
書
作
成
画
面
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
操
作
が
し
や
す

い
画
面
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ

タ
ー
を
準
備
す
れ
ば
「e-T

ax

（
電
子
申
告
）」

を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
申
告
書
用
紙
等

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
ず
は
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
電
話
に

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
税
務
署
へ
の
送
付
に
つ

い
て

　

確
定
申
告
書
は
「
信
書
」
に
該
当
し
ま
す

の
で
、「
郵
便
物
」（
第
一
種
郵
便
物
）
又
は

「
信
書
便
物
」
以
外
の
荷
物
扱
い
で
送
付
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
書
は
お
早
め
に
提
出
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
送
付
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
場

合
に
は
、
必
ず
「
郵
便
物
」（
第
一
種
郵
便

物
）
又
は
「
信
書
便
物
」
を
利
用
さ
れ
る
よ

う
ご
留
意
願
い
ま
す
。

※
一
般
小
包
郵
便
物
（
ゆ
う
パ
ッ
ク
）、
冊

子
小
包
郵
便
物
（
ゆ
う
メ
ー
ル
）、
簡
易
小

包
郵
便
物
（
ボ
ス
パ
ケ
ッ
ト
）
で
は
、
信
書

を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ
還
付
さ
れ
る
税
金
が
あ
る
場
合
の

受
取
方
法
に
つ
い
て

　

還
付
金
の
受
取
に
振
込
み
を
希
望
す
る
場

合
は
、
確
定
申
告
書
の
「
還
付
さ
れ
る
税
金

の
受
取
場
所
」
欄
に
、
振
込
先
金
融
機
関
名
、

預
金
の
種
類
及
び
口
座
番
号
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
貯
金
口
座
の
場
合
は
、
記
号
番
号
の

み
。）
を
正
確
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
込
先
の
預
貯
金
口
座
は
申
告
者

ご
本
人
名
義
の
も
の
（
氏
名
の
み
の
口
座
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
一
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
に
つ

い
て
は
、
還
付
金
の
振
込
み
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
振
込
み
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
ご
利
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀

行
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
贈
与
税
の
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
税
額
な
ど

が
自
動
計
算
さ
れ
、
贈
与
税
の
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
「
贈
与
税
の
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
（https://w

w
w
.keisan.

nta.go.jp

）
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
「
贈
与
税
の
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
と
振
替
納
税
の
利
用
に

つ
い
て

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
29
年
３
月
15
日
㈮

で
す
。
申
告
書
の
提
出
後
に
、
納
付
書
の
送

付
や
納
税
通
知
等
に
よ
る
納
税
の
お
知
ら
せ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
納
付
に
は
便
利
な
振
替
納

税
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
振
替
納
税
を
利
用
す
る
場
合

　

振
替
日
（
平
成
29
年
４
月
20
日
㈭
）
に
指

定
の
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
口
座
の
残

高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
振
替
納
税
を
お
申
込
み
の
場
合
は
、「
預

貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼

書
」
を
平
成
29
年
３
月
15
日
㈮
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
振
替
納
税
は
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
書
を

提
出
さ
れ
た
場
合
に
限
り
利
用
で
き
ま
す
。

※
転
居
等
に
よ
り
所
轄
税
務
署
が
変
わ
っ
た

場
合
や
、
既
に
振
替
納
税
で
指
定
し
て
い
る

金
融
機
関
や
口
座
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、

新
た
に
振
替
納
税
（
変
更
）
の
手
続
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
銀
行
等
の
一
部
金

融
機
関
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
支
店
等
の
一

部
店
舗
で
は
、
振
替
納
税
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
利
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
取
引

先
の
金
融
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
現
金
で
納
付
す
る
場
合

　

現
金
に
納
付
書
を
添
え
て
、
納
期
限
（
平

成
29
年
３
月
15
日
㈮
）
ま
で
に
金
融
機
関

（
歳
入
代
理
店
） 

又
は
所
轄
税
務
署
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
税
務
署
又
は
所
轄
税
務
署
管
内
の
金

融
機
関
に
用
意
し
て
あ
る
納
付
書
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※
金
融
機
関
に
納
付
書
が
な
い
場
合
に
は
、

所
轄
の
税
務
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
電
子
納
税
を
利
用
す
る
場
合

　

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
し
て
納
付
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、e-T

ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(w

w
w
.

e-tax.nta.go.jp) 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

　

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
分
野
に
お
い

て
、
行
政
手
続
の
効
率
性
、
透
明
性
を
高
め
、

国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・
構
成

な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
等
の
確
定
申

告
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
）」
の
記

載
＋
「
本
人
確
認
書
類
」
の
提
示
又
は
写
し

の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉】

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

□
釧
路
税
務
署　

☎
31

－

５
１
０
０

□
役
場
企
画
財
政
課
税
務
係

　

☎
64

－

２
１
１
２
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鶴居村開村８０周年キャッチフレーズ
最優秀作品の決定

未
あ

来
す

に躍
と

べ
郷
む

土
ら

の誇りと鶴の里
◆意訳
　〝未来に躍べ〟　～　限りない村の飛躍
　〝郷土の誇り〟　～　先人たちが築きあげてきた村づくり
　　　　　　　　　　（人・物・財・組織など）
　〝鶴の里〟　　　～　村のシンボルと郷土愛

◎受賞者　
　児玉　武夫 （こだま　たけお） さん 　（鶴居市街）

かっこいい
フレーズだね

たくさんの
応募

ありがとう

　このキャッチフレーズのもと、より一層一体感を持って記念事業を推進し、
将来に向かって夢と希望あふれる本村の更なる飛躍につなげます。

　鶴居村は、平成２９年４月１日に開村８０周年を迎えます。この節目を捉え、
村では平成２９年度を中心として開村８０周年記念事業を実施していきます。
　本事業の理念となる開村８０周年キャッチフレーズを、先日村民の皆様に公募
した結果、全２８点（１７名）のご応募を頂きました。
　ご応募いただいた作品について、記念事業推進本部会議にて厳正なる審査を行い、
次の作品を最優秀作品として決定しましたのでここに発表します。



消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 平成28年度 全国統一防火標語

「消しましょう その火その時 その場所で」
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　１月５日（木）、平成２９年鶴居消
防出初式が鶴居村総合センターにて
執り行われました。
　当日は厳しい寒さの中、消防職団
員と来賓合わせて約９０名が出席し、
松井副団長指揮のもと部隊行動や消
防車両の整備状況を確認する特別点
検が実施されました。
　続いて北海道定例勤続表彰（知事
表彰）、日本消防協会定例表彰など
の表彰伝達式が行われました。式に
出席した消防職団員は新たな気持ち
で防災活動をスタートさせました。

●平成２８年の災害出動件数は以下のとおりです。
出動区分 火災出動 ※その他の出動 救急出動 ドクターヘリの出動
件　　数 ２件 ３３件 １５８件 １４件

※その他の出動　（交通事故等による救助、ドクターヘリ要請時の支援、火災まで至らなかった出動など）

鶴居消防出初式

平成２８年  鶴居消防署出動件数

平成２８年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業
　消防では、石油貯蔵施設立地対策等交付金により消防救助資機
材４種を配備しました。この交付金は、石油貯蔵施設周辺の住民
の福祉の向上を図る目的として交付されるもので、釧路市に石油
貯蔵施設があることから鶴居村も交付対象となっています。
　今回導入した消防救助資機材は、マット型空気ジャッキ・救助
用ブロックセット・エンジンカッター・チェーンソー等で今後、
火災・救助現場での迅速な活動が期待されます。

消防力の充実強化に！消防救助資機材を配備！

　住宅用火災警報器の設置義務化か
ら１０年が経過しました。現在設置
されている住宅用火災警報器の本体・
電池寿命がおおよそ１０年と言われ
ております。そこで、皆様方のご家
庭に設置されている住宅用火災警報
器の点検を下記のとおり行い、もし
もの時の備えを万全にしましょう。

住宅用火災警報器の点検を！！



おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす
保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）
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平成28年度 赤ちゃんとふれあい体験学習を開催しました
鶴居,幌呂中学校

　このほど村内の親子にご協力いただき鶴居・幌呂中学校で、平成２８年度赤ちゃんとふれあい体験学習事業
を行いました。
　村では赤ちゃんとふれあう機会の少なくなった思春期の中学生を対象に、赤ちゃんや赤ちゃんの親とのふ
れあいを通して「親になることの責任」、「赤ちゃんのかわいらしさ」、「生命の尊さ」を肌で感じ取ってもら
いたいと考え、鶴中では毎年、幌中では隔年に赤ちゃんとふれあい体験学習を開催しています。この事業で
は赤ちゃんとふれあう他に、釧路赤十字病院の助産師を講師に招き、いのちの誕生、受精～出産、性感染症
についてのお話を聞き、自分を大切に生きること、人を大切にすることを生徒たちは学びました。
　それでは、赤ちゃんとのふれあい体験前後に生徒に実施したアンケートの集計から一部ご紹介します。

アンケート結果
赤ちゃんを育てることについてどう思いますか？

体験前（人）体験後（人）
大変そう 29 30
つらそう 11 7
忙しそう 19 19
めんどうそう 3 3
自由な時間がない 16 16
楽しそう 8 22*
幸せそう 13 21
すばらしい 6 8*

赤ちゃんとふれあい体験学習は楽しみか。
ふれあい体験をして良かったか。

体験前（人）体験後（人）
はい 20 30*

わからない 8 3
いいえ 4 0

親のイメージは？
体験前（人） 体験後（人）

口うるさい 15 11
わずらわしい 1 2
厳しい 10 8

威厳がある 4 4
ありがたい 16 23
頼りになる 17 23
安心感がある 17 22
その他 1 1

【赤ちゃんとのふれあいや助産師さんの話で感じたこと】
●命ができるのは決して簡単なことではないこと、そしてそれ
には様々な危険が伴うことがよくわかった。感染症やHIVなど、
今後自分も注意しなければならないことがあって、すごく勉
強になった。自分が今生きているのも決して当たり前ではなく、
すごい確立で生まれてこれたことがよくわかった。
●赤ちゃんを産むときは、すごい大変だと思ったし、助産師さ
んが言っていた通り、きせきに近い状態だから、親に感謝し
ないといけないと思った。

【赤ちゃんとのふれあいで感じたこと】
●赤ちゃんは小さくてかわいかった。一人ひとり個人差があっ
て、おもしろいと思った。よく泣いて、よく笑って、周りの人々
に助けられて、一生懸命生きているんだなーと感じた。周り
のことを見ていて、こうやって成長していくんだと思った。
●肌がもちもちでいいにおいがした。元気でかわいかったけど、
強い力を加えるとすぐにけがをしてしまいそうなくらい弱々
しかった。これから赤ちゃんにふれあう機会があったらやさ
しくせっしたいと思う。
●初めてめて触れたけど、ぷにぷにしてて気持ちよかった。やっ
ぱりお母さんが一番落ち着くんだなあと思ってた。
【赤ちゃん、お母さん、お父さんへのメッセージ】

●赤ちゃんを産む、育てるということはとても大変だけど、喜
び、楽しさもあることをきいて心が温かくなりました。赤ちゃ
んにふれあってみてとってもかわいいと思いました。今回は
ありがとうございました。
●赤ちゃんとふれあわせて頂いてありがとうございました。赤ちゃ
んにもそれぞれ個性があって、一人一人の好みや体の状態に
合わせてお母さん方が対応していかなくてはならないことが
よくわかりました。赤ちゃんが大きくなって、また会えたらなー
と思いました。
●子供を育てるのは想像していた以上に大変そうだったけど、
成長していく所を見れるのはすごく嬉しいだろうなと思いま
した。今回の貴重な体験を通して学んだ事を将来に役立てて
いきたいと思いました。ありがとうございました。

協力してくれたお母さんの感想や
中学生へのメッセージ

【中学生の姿を見て、どのように感じましたか。】
○自分も中学校のときにこんな感じだったかな、
これから大人になるから大変だなーと思うので、
今は楽しく生活してほしいなーと感じています。

○真剣に話を聞いている姿勢がとてもよかった
です。

○どうふれ合っていいかとまどいもあったよう
ですが、真剣に取り組んでいました。

【中学生へのメッセージ、事業に関しての感想等】
○お母さんになって子育ての大変さを日々感じ
てます。子どもの笑顔をみると嬉しくなります。
毎日、お父さんお母さんとたくさん話をして
ほしいと思います。ありがとうございました。

○このような経験はとてもよいと思った。

中学生の感想

・（＊）：５％水準で有意差あり
・事前アンケート１名欠席
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新刊案内
●開館時間……10：00～18：15
●休　館　日……２月22日㈬～28日㈫まで蔵書点２月22日㈬～28日㈫まで蔵書点検検

のため休館します。のため休館します。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【ＣＤ・ＶＴＲ】
　　　　　　　　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

鶴居村ふるさと情報館みなくる図書室だより

蔵書点検による休館について
　みなくる図書室は、2月22日（水）～28日（火）
まで蔵書点検のため休館します。期間中の返却は
自動ドア左にある「返却ポスト」をご利用くださ
い。
※ＣＤ・ビデオテープは返却が遅れても構いませ
んので、絶対に返却ポストへは入れないでくださ
い。破損の原因となります。

※紹介している本は2/1（水）から利用できます。

からだのなかから、きれいに、輝く　スーパーフードの教科書 かんたんやさしいてづくりお香教室

制裁女 草花たちの静かな誓い

少女探偵アガサ　①エジプト編６６番目の墓の謎 てのりにんじゃ

生活の木　監修
　チアシード、キヌア、
アサイー、マヌカハニー、
アマニオイル…。世界が
注目する健康食材「スー
パーフード」の栄養素・
効果・使い方を紹介する。
かんたんでおいしい活用
レシピも掲載。

宮本輝　著
　ロス在住の叔母の訃報。
相続人である甥の弦矢は、
幼くして死んだはずの叔
母の娘が実は行方不明な
のだと知り、謎を追い始
める。人間の運命を豊か
に描いた長編。

サー・スティーヴ・ス
ティーヴンソン　作

中井はるの　訳
　謎多きファラオの墓を
掘り起こそうとしていた
考古学者たち。しかし、
墓の発見に関する記述が
ある石版が盗まれてしま
い…。記憶力バツグンな
12歳の少女アガサたち
が活躍する探偵物語。

山田マチ　作
北村裕花　絵

　もしも、あなたの家に、
てのりにんじゃがきたら、
どうしたらいいか、知っ
ていますか? ある男の子
と、その子の家にやって
きた、てのりにんじゃと
の不思議な生活。くすっ
と笑えて、ちょっと切な
い友情物語。

新堂冬樹　著
　「あなたが流した涙以
上に、その男に血を流さ
せてあげる」 標的になっ
た男たちは、社会的地位
もカネも家族も根こそぎ
奪われる-。美しくも恐
ろしい6人の女たちの痛
快復讐劇。

松下恵子　監修
　お香の「知る」「つく
る」「使う」楽しみを提案。
伝統的な16の香料、気
分別・場所別の香りのレ
シピや、つくりかたの手
順をていねいに解説する
ほか、聞香、香りの歴史
も紹介します。
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　いただきました心温まる善意に心よりお礼申

し上げます。

教育及び文化スポーツの振興に関する事業のた

めに

旭川市　佐藤　稔　様

金５，０００円

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事業、

釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する事

業のために

神奈川県　落合　強志　様

金１６０，０００円

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する

事業のために

大阪府　大阪　正視　様

金５０，０００円

お　誕　生
　お誕生おめでとうございます。

12月中に届出のありました出生について、次の

とおりご紹介します。

𠮷田　絆
きはる

晴　くん　　男　　中幌呂市街

２月の自然観察会

●スノーシュで湿原バイク
　雪の積もった湿原と周辺の森をスノーシュで

　楽しみます

【日　時】　２月１２日㈰ 午前１０時～１２時

【定　員】　１０名

【参加費】　無料

【集合・申込・問合先】

　温根内ビジターセンター　（☎65-2323）

●冬の塘路湖畔散策
　結氷した湖上の林の期間限定コースをスノーシュ

を履いて散策しながら冬の自然を体感します

【日　時】　２月１８日㈯ 午前１０時～１２時

【定　員】　１０名

【参加費】　無料

【集合・申込・問合先】

　塘路湖エコミュージアムセンター

　（☎015-487-3003）

職業訓練４月受講生募集案内
○建設荷役車両運転科　２０名
○ビジネスワーク科　　１５名

【対　象】　ハローワークに求職の登録をしてい

る方

【申込受付期間】　２月３日㈮～３月３日㈮

【見学会】　２月１０日㈮、２月２４日㈮

【選考日】　３月９日㈭

【訓練期間】　平成２９年４月４日㈫～９月２９日㈮

【費　用】　１万５千円程度（テキスト代）

【申込先】　ハローワーク釧路（☎41-1201）

【問合先】　ポリテクセンター釧路（☎57-5938）
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シリーズ

タンチョウ
Vol. 266

代表　音　成　邦　仁
タンチョウ コミュニティ

〒085-1206　阿寒郡鶴居村鶴居東2丁目15番地
電話　64-2482 ／ＦＡＸ　64-2482

Ｈ　Ｐ　http://tancomm.web.fc2.com
ブログ　http://blogs.yahoo.co.jp/tancho_comm/

酪農地帯のタンチョウ
　昨年の１月から村内の農家さんを対象に「タンチョウに関する聞き取り調査」を実施しました。農場
周辺に生息するタンチョウの実態や、タンチョウに対する農家さんの感情を知ることが主な目的です。
これらは、今後ますます重要になってくる「地域とタンチョウとの良好な関係づくり」を考えていく上
で、知っておかなければいけないことだと思います。報告書は、すでに農家さんや関係機関に配布しま
したが、この紙面でも調査結果をざっとお伝えします。

　調査では、89名の農家さん（戸数では80戸）に話を聞かせていただきました。９割近くが酪農家です
が、一部肉牛農家や育成牛農家、馬産農家も含まれます。聞き手として、地元北海道教育大学釧路校の
学生さんにも協力していただきました。

　まずタンチョウの生息実態ですが、タンチョウが農場敷地内に来たことがあると回答した農家さんは
80戸のうち68戸（85%）、さらにこのうち62戸（77.5%）では毎年来ているとのことでした。地区別に見ると、
唯一新幌呂地区（３戸）では毎年来ていると回答した農家さんはいませんでしたが、それ以外の地区で
は、１戸以上が毎年来ていると回答しています。デントコーン畑（以降畑）では、畑を有する40戸のう
ち39戸の畑にタンチョウが来ていました。このうち、特に食害が懸念される播種期に来ていると回答し
た農家さんは27戸（67.5%）でした。また、播種期、収穫直前期、収穫後のどの時期にも来ていると回
答した農家さんは19戸と半数近くになりました。

　次に、やってくるタンチョウの羽数についてです。農場敷地内では、タンチョウが来ていると回答し
た農場の９割以上が５羽未満でした。畑では農場敷地内ほどではないですが、やはり５羽未満がもっと
も多くなりました。タンチョウの家族構成は最大で４羽（成鳥２羽幼鳥２羽）ですので、５羽未満の回
答は、そのほとんどが１家族と考えられます。一方、５羽以上のタンチョウが来ると回答があったのは、
下久著呂、下雪裡、中雪裡、中幌呂の４地区のみと偏りが見られました。これらの地区では、複数の家
族や若鳥の群れが来ているものと思われます。

　６割以上の農家さんがこれらの状況は10年以上前から続いていると回答しました。それほど目新しい
状況ではないということがわかります。

次回は、農家さんのタンチョウの利用に対する感情や、保護事業に対する意見などを紹介します。
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　皆さま年末年始はいかがお過
ごしだったでしょうか。筆者は
美味しいものを食べ過ぎて増加
しすぎた体を元に戻すのに必死
です。さて、2月は節分があり
ますが、その同じ日に恵方巻き
を食べていらっしゃいますか？
恵方巻きは太巻き（巻き寿司）
のことで、節分の夜にその年の
恵方（2017 年は北北西やや北）
に向かって無言で、願い事を思
い浮かべながら丸かじりするの
が習わしとされたらしいです
が、地方によって食べ方は様々
で目を閉じて食べる地方や、笑
いながら食べる地方等あるそう
です。どんな食べ方でもいいで
すが恵方巻きはおいしいので皆
さん食べましょう（Ｙ）

編集後記

２月村のカレンダー

1水
・鶴居老人クラブ健康相談　9:30～　鶴居老人寿の家
・幌呂老人クラブ健康相談　9:30～　幌呂老人寿の家
・上幌呂老人クラブ健康相談　10:00～　上幌呂コミュニティセンター

５日 ・第40回記念釧路鶴居会新年交礼会　　13:00～　アクアベール（釧路市）

6月 ・特設人権相談・行政相談　　13:00～　役場２階第一・二会議室

9木 ・乳児健診　13:00～　総合センター
11土 ・わんぱくアドベンチャークラブ2月講座　　9:00～　ふるさと情報館

12日 ・第30回タンチョウフェスティバル　　11:00～　役場前庭特設会場

14火 ・子育て支援事業「あそびのひろば」　　10:00～　ふるさと情報館「みなくる」

16木 ・確定申告相談（対象地区：鶴居市街）　　9:30～　役場２階第一・二会議室

17金
・確定申告相談（対象地区：鶴居市街）
　　9:30～　役場２階第一・二会議室
・寿大学2月講座　10:00～　総合センター
・鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談サロン」
　　10:00～　総合センター小会議室

20月 ・確定申告相談（対象地区：支雪裡）　　9:30～　支雪裡コミュニティセンター

21火 ・確定申告相談（対象地区：茂雪裡）　　9:30～　茂雪裡コミュニティセンター

22水 ・確定申告相談（対象地区：中幌呂、中幌呂下、支幌呂、茂幌呂）　　9:30～　幌呂農村環境改善センター

23木 ・確定申告相談（対象地区：中幌呂、中幌呂下、支幌呂、茂幌呂）　　9:30～　幌呂農村環境改善センター

24金 ・確定申告相談（対象地区：幌呂市街）　　9:30～　幌呂農村環境改善センター

27月
・確定申告相談（対象地区：上幌呂）
　　9:30～　上幌呂コミュニティセンター
・「おひさま」（親の会）　10:00～　役場第1、2会議室

28火 ・確定申告相談（対象地区：下幌呂）　　9:30～　下幌呂コミュニティセンター

人の動き
（12月末住民登録人口）

人口 総数 2,525人
（前月比 0人）

うち外国人人口　１９人
（男 ５人・女１４人）

昨年同期は　２, ５１２人で、
対前年比較は　＋１３人です。

男 １, ２６０人（前月比 ＋３人）
女 １, ２６５人（前月比 －３人）

世帯数　1,132戸
（前月比 －２戸）

うち外国人世帯数　１４戸

平成２９年鶴居村成人式の集合写
真です。２７名の新成人が新たな
門出を迎え、たくましい表情を
していました。
（詳細記事は２ページ）

今月の表紙

昨年１年間の発生件数
　人身事故 0件／物件事故85件
12月中の発生件数
　人身事故 0件／物件事故9件
死亡事故ゼロの日　412日

（12月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

連合新規加盟町村（平成28年10月加盟）をご紹介します！

北海道　中札内村（なかさつないむら）
日高山脈中央部を源とする清流「札内川」の流域に広がる
村です。防風林が混在する４つの穀物畑（じゃがいも、甜菜、
豆類、小麦）が北海道の農村原風景を形成し、多くの人々
を魅了しています。住民、民間企業、村が育んできたアートや

「花のまちづくり」の文化が北
の大地「中札内村」の街並み
を彩ります。

中札内村観光協会
（☎０１５５－６８－３３９０）
〒０８９－１３３０
北海道河西郡中札内村大通南７丁目


